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コンに IIS（Internet Information Server）サ
ーバと、ASP（Active Server Pages）をセッ
トアップして、どちらでも簡単に作成したホー
ムページを動作させることができた。
さらによりむずかしい応用として、サーバ側
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の複数のXMLファイルを対象として、XSLT
スタイルシートを適用して、HTML形式のホ
ームページに変換してクライアント側に送信す
るタイプのページも作成してみた。コンピュー
タ教室で開講する科目のメニュー画面を表示す
るページである。以前は単純なHTML形式の
ページであったが、開講科目データを保持する
XMLファイルから自動的にHTML形式のペ
ージが作成されて送信されるタイプのページに
作り変えてみた。技術的には『XSLT＋XPath
実践マスター』（2002年 ソフトバンク パブリッ
シング株式会社）に記述されている事例を応用
すれば容易に作成することができた。慣れるま
では試行錯誤があり、すぐに動くページを作成
できなかったが、完成してみるとコーディング
の量的には少量であった。XSLTスタイルシー
トを複数のXMLファイルを対象に適用するの
は簡単に実現できた。
以上ここ２、３年は、以下の３つのタイプの
ページ作成について検討してきたことになる。
①クライアント側のメモリ上でXML
ファイルにXSLTファイルを適用
し、HTML形式のページを生成す
るタイプのページ。
②サーバ側のメモリ上でXMLファイ
ルにXSLTファイルを適用し、
HTML形式のページを生成してク
ライアント側に送信するタイプのペ
ージ。（クライアント側からサーバ側
へのデータ抽出範囲等のパラメータ
送信方法に悩む場合あり）
③サーバ側のメモリ上で、複数の
XMLファイルにXSLTファイル
を適用し、HTML形式のページを
生成してクライアント側に送信する
タイプのページ。
②、③タイプのページは、最初は試行錯誤し
時間が掛かったが、完成したページのコーディ
ング量は少量であった。１回動作するものが作
成できれば、ポイントがつかめ、次回からは同
様なページを作るのは難しいことではないよう
だ。結局は複数XMLファイルを扱うことは、
コーディング量的には簡単であった。特別なデ
ータベース（Access等）にデータを格納して、
必要なデータをそのデータベースから取得して
HTML形式のページを作成してクライアント
に送信するような面倒なシステムにしなくても、
XSLTスタイルシートファイルと、ASPで動
作する割合少量のスクリプトのコーディングで
済ませることができた。
さらに、今回特にコンピュータ教室で使うよ
うな事例がなかったが、メモリ上でXSLTスタ
イルシートを多段階に適用させるようなことも
簡単に実現できるようだ。つまり、XMLデータ
ファイルにXSLTスタイルシートを適用し別
のXMLデータファイルに変換し、さらに続い
て別のXSLTスタイルシートを適用して２次
的な変換を施して最終的なHTML形式のペー
ジを作成するような事例である。これについて
は、『XML＋XSLT実用スーパーサンプル集』
（2002年 CQ出版株式会社）に事例の説明が
ある。これなどはサーバ側で実行する特別なス
クリプト無しで、XSLTスタイルシートの記述
のみで実現されていた。
上記①、②、③の事例に加えて、④XSLTス
タイルシートの多段階適用の事例、以上４パタ
ーンの事例については、特に複雑な状況がなけ
れば、XSLTスタイルシートとASPで動作す
る少量のスクリプトを記述すれば割合簡単に実
現できそうである。
やはり、XML・XSLT技術は取り付きにくい
ことは確かであるが、いくつかの基本的なパタ
ーン（事例）に慣れればコーディング量的には
少量で動的なホームページを作成することがで
きた。表計算ソフトからは、画像データも含め
多系列のデータが生み出されるが、それを最終
的に使い勝手良くクライアントに提示するのは
そう容易なことでは無い。XML・XSLT技術を
利用して、表計算ソフトが生成した多系列情報
をホームページとしてクライアントに提示する
というのが１つの割合簡単な方法だと思われる。
今回まとめた①、②、③の３パターンのXML・
XSLT技術の利用で、とりあえずはそれが実現
可能であろうと思われる。今後、この３つのパ
ターンについては、表計算ソフトとXML・
XSLT技術付近のコンピュータ利用中級程度
の技術として、学生に提示することができるか
もしれない。
［参考文献］
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